
学年 区分・学科・実習 科 目 名 総時間 期 

２ 専門科目 学科 
自動車整備 

電装 
６４ 

前期 

後期 

使用教材 担当(実務経験 有り・無し) 

2級ガソリン自動車エンジン編 

2級シャシ編 

電装品構造 

吉田研三（有り）整備職 

目 的 

学習の目的 

電装品の構造・作動の理解 

到達目標 

国家試験７０％以上の理解 

 （国家試験合格が目標） 

内 容 

 

⚫ 詳細は教育計画および進行表のとおり。 

備考欄 

 

⚫ 成績は学則の採点基準に従い、優・良・可・不可の４段階にて評価する。 

（参考資料 「試験・成績」を参照）  

 



　第２学年Ａ・Ｂ組　　区分：学科　　科目：電装整備　予定時間（32.0H）　　担当　
項目 内容 計画回 予定時間 実施日 実施時間

点火装置 マイクロ・コンピュータ式点火装置 １回 1.0
概要
各センサ
　　　　バキューム・センサ、エアフロー・メータ他
制御回路　（各回路の作用） ２回 1.0
　　波形整形、過電圧保護、過電流保護
　　ドライブ、ロック防止、フェイルセーフ信号
実際の制御 ３回 1.0
　　基本進角
　　補正進角
練習問題　　　　　　　　　 ４回 1.0
中間用まとめ（点火装置）　 ５回 1.0

予熱装置 グロー･プラグ式　 ６回 1.0
急速グロー　（グロー・プラグの種類）（回路の作動）
　　自己温度制御型　セラミックス型
インテーク・エアヒータ式 ７回 1.0
　　回路の作動及び点検

空気調和装置 概要 ８回 1.0
　　（オート・エアコン） 　　内気センサ、外気センサ、日射センサ、エバポ・センサ

　　吹き出し温度制御、吹き出し口制御 ９回 1.0
　　風量制御

多重通信 ＣＡＮ通信の種類及び構造 １０回 1.0
　　整備上の注意事項

ＳＲＳエアバッグ 概要及び構造作動　(点検時の注意事項） １１回 1.0
構成部品　エアバッグ・アッシ、ＳＲＳユニット
　　ケーブル・リール、ＳＲＳ警告灯
中間用まとめ（予熱～エア・バッグ）　 １２回 1.0

プリテンショナ・シート 概要及び構造作動　 １３回 1.0
ベルト 整備概要及び注意点

ナビゲーション・ 概要 １４回 1.0
システム 　　ＧＰＳ航法、自立航法、マップ・マッチング航法

中間用まとめ（シート・ベルト～ナビ）　 １５回 1.0
中間試験 中間試験 １６回 1.0

中間試験解説 １７回 1.0
ＪＡＭＣＡ対策 ＪＡＭＣＡ対応練習問題 １８回 1.0
電気回路 ＺＤ及びＴｒ回路 １９回 1.0
発振回路 ＬＣ発信の論理 ２０回 1.0
警報装置 ストップ・ランプ・バルブ切れ警報装置 ２１回 1.0

論理回路 ２２回 1.0
発振回路 発振とは、ＬＣ発信の論理 ２３回 1.0

ＣＲ発信の論理 ２４回 1.0
方向指示器 概要　（システム図及び作動の特徴） ２５回 1.0

トランジスタ式フラッシャの作動（回路図により）
クーリング・ファン 多段階式クーリング･ファンの構造・作動 ２６回 1.0
各種スイッチ 油圧ゲージの構造作動 ２７回 1.0

油圧及びストップランプ・スイッチの構造作動
リード・スイッチの構造作動及び使用例 ２８回 1.0
エアコン用圧力スイッチの構造作動

ホーン ホーンの構造・作動 ２９回 1.0
卒業試験用まとめ ３０回 1.0

卒業試験 卒業試験 ３１回 1.0
復習 2級練習問題及び解説 ３２回 1.0

合計  32.0

年間計画｛令和4年度・後期｝


